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タブレット型端末の学校への導入

使うことが目的になってはいないか？

主体的・対話的で深い学びの視点からの

授業の改善

１．教わる授業から学びとる授業へ



振り返り
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めあて（学習課題）の設定
リアルで必然性のある課題（オーセンティックな課題）

協働して解決できる高いハードルの課題

２．めあての設定をどう行うか



映像から問いを考える







「問い」からの課題設定



パフォーマンス課題

西岡加名恵子・石井英真 編著『Q&Aでよくわかる！ 見方・考え方を育てるパフォーマンス評価』（明治図書）

子どもが様々な知識やスキルを総合して
使いこなすことを求めるような課題

新聞・リーフレット・論文・ポスターなど プレゼンテーション・演劇・演奏など

課題解決の過程で
知識やスキルが
身についていく

２．めあての設定をどう行うか
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対話
対話による「相互作用」を促す

思考の可視化＝協働して考えるための道具

学習形態＝協働して考えられる環境

３．対話をどう行うか



情報の整理・分析





学習形態の工夫



対話
（なんとなく
感じている）

自分はこんなことを
考えていたのか

そんな見方や考え方も
あるのか

人の話を聞くことで
学びが広がるし
深まるな

情報共有によって新しい意味を創造する

対話を促すメディアとしてのタブレット端末

３．対話をどう行うか
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振り返り

形成的評価

自分は何を学んだのだろう？
学習内容
学習方法
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振り返り

授業最後の感想
具体的経験

省察

概念化

試行

自分自身の経験を
多様な観点から振り返る

他の状況でも
応用できるよう
一般化する

新しい状況で
実際に試してみる

コルブの経験学習モデル
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振り返りによる学びの言語化



振り返りの手立てと価値づけ

そういうふうに
考えるのか

ぼくも
まねして書こう

わたしから学んでくれてる
わたしも友達から学ぼう

鈴木さんの発言から
文章を短くすることの
大切さを学んだ

振り返り
経験を言語化する

よい気づきだ！
みんなにも
知らせよう

形成的評価
学習者の振り返りを評価する

鈴木さんの発言から
文章を短くすることの
大切さを学んだ

共有
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４．振り返りをどう行うか



18

9月 12月自己評価の比較（4年生）

４．振り返りをどう行うか



他の経験や学習とむすびつけた記述

自らの気づきを明確にしている記述

★ニュース原稿を書いてみ
て、文章を短くすることの
大切さを学びました。

自らの伸びや課題を実感している記述

★昨日よりも話し合う力がつきまし
た。
★時間を考えていなかったので、終
わりませんでした。次は時計を見
ながらやりたいです。

★社会の時間に見学
した新聞社の記者さ
んの工夫の意味がよ
く分かりました。

友達からの学びを意識した記述

★田中君が、いいねと言っ
てくれたので、話しやすく
なりました。

評価の視点（例）
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電子黒板による振り返りの共有



デジタルによる振り返りの共有



デジタルによる単元全体の振り返り
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